
な
が
た
だ

時
の
筆
頭
家
老
桜
田
右
兵
衛
寿
忠
が
、
こ
の
事
件
関
連
の
申
達
、
口
上
書
、
書
簡
の
類
を
一
括
に
し
て
「
御
医
師
中
不
和
一
件
』
と
表
記

た
だ

し
、
「
賀
古
朴
庵
と
御
医
師
中
、
不
和
の
義
に
付
、
追
々
双
方
相
糺
し
終
に
党
を
結
び
候
様
子
こ
れ
あ
り
落
着
の
事
。
桜
田
右
兵
衛
自
分
控
」

と
添
え
書
き
し
て
後
世
に
残
し
、
明
治
に
な
っ
て
、
伊
達
侯
爵
家
家
記
編
輯
所
が
こ
れ
を
書
写
し
て
綴
っ
た
も
の
が
現
在
宇
和
島
文
化
保
存

会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
右
兵
衛
（
四
十
一
歳
）
は
藩
主
村
寿
の
異
母
弟
で
あ
る
。

（
１
）

む
ら
な
が

文
化
十
三
年
二
八
一
六
年
）
四
月
十
五
日
、
こ
の
日
は
伊
予
宇
和
島
六
代
藩
主
伊
達
遠
江
守
村
寿
が
参
勤
の
た
め
発
駕
の
日
で
あ
っ
た
が
、

当
日
御
医
師
た
ち
は
皆
病
と
称
し
て
出
仕
せ
ず
、
加
え
て
、
参
勤
随
行
の
二
人
の
御
医
師
ま
で
が
、
こ
の
日
の
お
供
を
お
断
り
申
し
出
る
と

い
う
大
椿
事
に
藩
内
は
震
骸
し
た
。

宇
和
島
藩
医
ス
ト
ラ
イ
キ
の
事

ま
え
が
き

ｌ
御
医
師
中
不
和
一
件
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
閥
十
一
巻
四
号
平
成
六
年
十
一
月
二
十
六
日
受
付

平
成
七
年
十
二
川
二
十
日
発
行
平
成
七
年
六
月
二
十
九
日
受
理

林
敬
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差
控
の
処
分
を
受
け
た
。

（
２
）

こ
の
よ
う
な
時
に
、
文
化
十
一
年
三
月
二
日
参
勤
発
駕
の
前
夕
、
宇
和
島
藩
主
伊
達
村
寿
（
五
十
二
歳
）
は
御
医
師
座
上
の
林
道
仙
（
五
十

九
歳
）
を
呼
び
、
参
府
後
の
御
曹
司
常
用
の
丸
薬
担
当
医
に
賀
古
朴
庵
を
指
名
し
た
が
、
道
仙
は
朴
庵
が
御
持
薬
御
灸
治
を
巡
っ
て
、
他
の
江

つ
ぷ
さ
い
さ
ざ
わ

戸
詰
藩
医
た
ち
と
確
執
が
多
い
こ
と
を
具
に
言
上
し
、
担
当
医
は
道
仙
推
薦
の
砂
沢
中
安
（
二
十
七
歳
）
に
変
更
に
な
り
、
道
仙
か
ら
小
姓
頭

む
れ
の
り

（
３
）

に
そ
の
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
年
五
月
に
お
国
入
り
し
て
、
こ
の
報
告
を
受
け
た
御
曹
司
大
膳
太
夫
宗
正
（
二
十
三
歳
）
は
、
七
月
八
日
、

私
信
を
片
間
し
て
藩
主
に
直
に
申
し
上
げ
方
不
行
届
の
筋
あ
り
と
の
沙
汰
し
て
、
道
仙
と
、
報
告
を
受
け
て
聞
き
流
し
に
し
た
小
姓
頭
と
は

文
化
年
間
の
こ
と
、
宇
和
島
蕪

薬
・
灸
治
を
巡
っ
て
論
争
が
あ
り
、

を
述
べ
て
指
示
を
仰
い
で
い
た
。

一
方
、
朴
垂

及
ん
で
い
た
。

－
４
｝

御
曹
司
は
日
な
ら
ず
し
て
、
七
月
十
八
日
、
中
絶
し
て
い
た
御
医
師
の
神
文
の
儀
を
復
活
し
た
。

「
前
々
御
奉
薬
之
御
医
師
中
は
勿
論
、
平
御
医
師
之
内
へ
も
神
文
被
仰
付
儀
有
之
処
、
致
中
絶
、
近
来
は
御
奥
御
表
之
無
差
別
御
側
向
へ
度
々

被
召
出
候
儀
有
之
に
付
、
神
文
被
仰
付
候
事
。

一
、
御
薬
差
上
げ
候
儀
に
付
、
一
同
配
剤
の
上
、
人
々
の
存
念
を
相
残
さ
ず
、
綿
密
に
熟
談
を
遂
げ
、
其
の
宜
し
き
に
随
い
、
決
断
申
す

可
く
候
。
毛
頭
我
意
を
以
て
申
し
募
る
ま
じ
き
事
。

事
件
の
概
要

朴
庵
は
哲
斎
の
呼
び
掛
け
に
な
ん
の
応
答
も
せ
ず
に
い
た
。
哲
斎
と
同
じ
御
医
師
座
上
の
林
道
仙
も
哲
斎
か
ら
こ
の
経
緯
を
聞
き

起
請
文
之
事

名
勾
》
」

宇
和
島
藩
江
戸
屋
敷
で
は
若
手
の
藩
医
賀
古
朴
庵
（
三
十
一
歳
）
と
富
田
玄
淳
（
二
十
五
歳
）
の
間
で
、
御
曹
司
の
持

矛
が
あ
り
、
玄
淳
は
そ
の
都
度
、
国
許
の
御
医
師
座
上
の
谷
哲
斎
（
四
十
二
歳
）
に
私
信
を
送
り
、
争
点
に
つ
き
自
論

(56） 550



一
、
す
べ
て
仰
せ
出
さ
れ
候
趣
は
相
守
り
申
す
可
く
候
。
勿
論
夫
々
勤
め
方
の
義
、
御
作
法
こ
れ
あ
る
の
事
に
候
え
ば
、
わ
き
ま
え
ち
が

い
こ
れ
な
き
よ
う
相
心
得
可
き
事
。

一
、
御
前
躰
の
義
、
何
事
に
寄
ら
ず
見
聞
の
趣
、
他
人
は
申
す
に
及
ば
ず
、
親
子
兄
弟
と
い
う
と
も
、
一
切
、
堅
く
洩
ら
し
申
す
ま
じ
き
事
。
」

（
Ｆ
Ｄ
）

御
曹
司
は
さ
ら
に
十
月
十
日
、
林
道
仙
・
谷
哲
斎
両
人
宛
に
直
書
を
下
し
て
若
手
の
医
師
た
ち
の
育
成
を
督
励
し
た
。

「
御
曹
司
様
御
直
書
、
左
之
通
被
仰
出
候
由
。

医
業
之
儀
は
甚
大
事
之
儀
に
て
人
之
懸
生
死
候
事
、
年
若
之
者
共
は
不
心
掛
之
者
も
有
之
様
見
受
、
其
方
共
無
油
断
引
立
可
致
世
話
候
。

近
日
医
書
請
書
年
若
之
者
へ
可
申
付
候
。
其
方
共
先
立
可
致
世
話
候
也
。
道
仙
・
哲
斎
江
」

（
６
）

こ
の
直
書
は
十
月
二
十
六
日
に
左
記
の
如
く
早
速
実
行
さ
れ
て
い
る
。

「
山
内
丈
庵
・
松
本
了
節
・
林
道
甫
・
谷
了
因
、
明
日
格
致
余
論
進
講
被
仰
付
候
旨
。
」

明
け
て
文
化
十
二
年
に
入
る
と
、
藩
医
た
ち
は
道
仙
の
言
上
内
容
に
落
ち
度
は
な
く
、
朴
庵
の
診
療
姿
勢
こ
そ
非
難
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す

る
口
上
書
を
浅
野
早
休
・
山
内
丈
庵
両
人
の
名
で
提
出
し
た
が
、
道
仙
の
お
答
め
は
診
療
内
容
に
係
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
直
に
申
し
上
げ

方
が
不
行
届
で
あ
っ
た
た
め
の
処
分
と
の
藩
庁
側
の
説
明
を
受
け
て
、
そ
の
後
は
、
同
僚
と
協
調
し
よ
う
と
し
な
い
朴
庵
の
診
療
姿
勢
は
神

も
と

文
に
惇
る
も
の
と
し
て
彼
を
糾
弾
す
る
口
上
書
を
次
々
と
提
出
し
、
直
属
上
司
で
あ
る
小
姓
頭
の
度
重
な
る
説
得
に
も
、
が
ん
と
し
て
応
じ

な
い
た
め
、
事
態
は
藩
の
重
役
相
手
の
交
渉
に
伸
展
、
両
者
の
や
り
と
り
は
二
年
近
く
に
及
ん
だ
。

い
さ
さ
か

一
、
御
養
生
筋
に
相
な
る
義
は
肌
の
こ
と
た
り
と
も
、
一
同
申
合
い
、
そ
の
筋
道
の
相
違
せ
ざ
る
よ
う
吟
味
の
上
、
夫
々
へ
申
し
出
ず
可

勿
論
平
日
、
身
分
相
慎
み
、
か
り
そ
め
に
も
野
鄙
の
雑
説
又
は
淫
乱
当
世
の
流
行
言
葉
利
欲
等
の
沙
汰
相
慎
み
、
す
べ
て
御
不
養
生

躰
の
義
は
、
た
と
え
座
興
た
り
と
い
う
と
も
相
慎
み
、
当
座
の
御
咄
な
ど
に
至
る
ま
で
、
御
養
生
筋
の
義
を
相
考
え
申
し
上
ぐ
可
き

壼
尹
○

く

候
○

匡匡1
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此
の
ヶ
条
朴
庵
へ
掛
合
も
致
さ
ず
儀
を
今
度
相
達
し
候
心
意
気
同
僚
中
何
等
か
申
し
合
せ
ら
れ
候
て
、
兼
々
含
む
筋
こ
れ
あ
る
事
か
と
相

察
せ
ら
れ
候
。
然
れ
ば
去
年
一
和
の
儀
御
沙
汰
こ
れ
あ
る
上
は
以
前
の
義
は
同
僚
中
に
も
き
っ
と
申
し
合
わ
せ
て
改
め
致
す
べ
き
処
、
却
っ

て
示
し
合
も
致
さ
ず
儀
を
此
方
共
へ
申
出
さ
れ
候
儀
、
正
し
き
か
ら
い
申
出
ら
れ
方
と
存
じ
候
。
同
僚
中
申
し
合
わ
せ
て
朴
庵
の
落
度
に
相

成
り
候
よ
う
種
々
相
含
み
申
達
せ
ら
れ
候
よ
う
に
成
る
義
こ
れ
あ
る
ま
じ
く
候
え
ど
も
、
是
又
同
僚
中
の
教
諭
相
尽
く
さ
ぬ
一
端
と
存
じ
候
。

（
皿
）

［
御
医
師
言
分
］

-斗≦

,

候
竜
手
0

外
に
存
じ
候
。

う
っ
た

此
条
訟
え
候
迄
も
こ
れ
な
き
義
、
同
僚
中
の
心
得
異
同
こ
れ
あ
り
候
は
資
、
後
輩
の
面
々
申
し
候
事
に
も
致
せ
、
先
輩
の
面
々
承
り
置
き

相
嗜
み
候
事
と
存
じ
候
。
そ
の
上
存
盧
朴
庵
申
述
べ
方
よ
ろ
し
か
ら
ず
義
も
こ
れ
あ
り
候
は
ヌ
、
未
来
の
心
得
教
諭
致
し
置
候
儀
、
則
一
和

に
専
要
と
存
じ
候
。
業
前
の
事
は
此
方
共
に
て
も
素
人
の
儀
に
て
尋
ね
候
心
得
も
こ
れ
な
く
、
相
違
せ
ら
れ
候
心
意
気
何
と
も
落
合
難
く
心

（
９
）

［
御
医
師
言
分
］

屋
形
様
御
発
駕
後
、

（
７
）

「
［
御
医
師
言
分
］

賀
古
朴
庵
一
昨
↑

医
師
側
の
訴
え
と
、
対
応
す
る
藩
庁
側
の
見
解
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
見
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
８
）

［
藩
庁
側
兄
解
］

（
Ⅷ
）

［
藩
庁
側
見
解
］

み
ぎ
り

は
く
ら

古
朴
庵
一
昨
年
出
府
の
棚
、
御
灸
治
の
義
に
付
、
富
永
分
亮
・
土
倉
仙
哲
へ
存
盧
申
述
べ
候
次
第
申
し
方
宜
し
か
ら
ず
候
事
。

あ
ま
ね

右
存
盧
申
し
な
が
ら
返
っ
て
御
灸
数
相
い
増
し
差
上
げ
候
に
付
、
何
も
弥
く
不
審
の
事
。

こ
の
ヶ
条
掛
か
り
合
い
紙
面
に
は
こ
れ
無
く
候
え
ど
も
、
主
意
同
様
の
義
故
こ
の
度
申
間
候
事
。

御
曹
司
様
御
外
感
の
御
気
味
合
に
御
坐
遊
ば
さ
れ
、
富
田
玄
淳
御
薬
差
上
げ
候
節
朴
庵
存
盧
申
出
方
甚
だ
宜
し
か
ら
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万
一
そ
れ
に
て
も
相
守
ら
ぬ
者
こ
れ
あ
り
候
は
ぎ
、
同
僚
中
よ
り
申
聞
せ
る
方
も
こ
れ
あ
る
べ
き
儀
、
万
々
一
さ
よ
う
の
処
も
逐
一
先
輩

ち
が

伝
え
合
い
も
不
行
届
の
義
こ
れ
あ
る
時
分
、
全
く
朴
庵
心
得
差
い
と
申
訳
も
こ
れ
有
る
ま
じ
き
事
に
こ
れ
な
く
、
又
先
輩
な
ら
ば
相
談
に

及
ば
ず
、
時
々
差
引
致
し
候
事
も
勝
手
に
致
さ
る
可
き
事
と
も
存
ぜ
ず
候
。
去
り
乍
ら
以
前
の
通
り
き
っ
と
御
奉
薬
引
除
き
相
勤
め
ら
れ

候
事
に
候
は
ヌ
、
是
は
そ
の
余
の
同
僚
と
申
し
候
て
も
、
御
奉
薬
へ
相
談
無
し
に
て
叩
か
の
差
引
も
相
成
ら
ざ
る
事
に
も
こ
れ
あ
る
可
く
、

何
と
か
道
仙
・
哲
斎
杯
に
て
も
御
奉
薬
の
心
得
の
よ
う
に
相
聞
候
て
、
心
得
違
い
の
筋
こ
れ
あ
る
よ
う
に
存
じ
候
。

う
か
が
い

又
御
惣
体
御
申
分
こ
れ
な
き
時
は
、
時
々
窺
仰
せ
付
け
ら
れ
候
御
医
師
、
存
盧
は
差
い
残
ら
ず
申
出
可
き
義
、
遠
慮
に
及
ば
ず
候
事
と
存

か
み

し
ん
し
や
く

じ
候
。
何
と
か
同
僚
中
の
申
出
ら
れ
方
に
て
は
、
上
御
為
に
相
成
る
儀
に
て
も
、
先
輩
或
は
同
僚
中
の
手
前
の
み
掛
酌
こ
れ
あ
り
、
存
盧

差
い
残
さ
れ
候
よ
う
に
は
こ
れ
有
る
ま
じ
き
か
と
存
じ
候
。

わ
き
ま

左
候
て
は
先
輩
の
案
、
差
い
こ
れ
あ
る
時
は
、
甚
だ
御
大
事
の
事
と
存
じ
候
。
ケ
様
の
処
は
多
人
中
の
同
僚
中
如
何
相
弁
え
ら
れ
候
や
、

兼
々
も
御
沙
汰
こ
れ
あ
る
通
り
ケ
様
の
義
一
和
こ
れ
な
く
、
只
々
先
輩
の
存
盧
の
み
申
立
て
ら
れ
候
よ
う
成
る
筋
か
と
、
此
方
共
に
於
て

義
と
存
じ
候
。

右
御
病
後
御
持
薬
の
義
に
付
、
玄
淳
へ
存
盧
申
合
い
候
節
、
申
方
宜
し
か
ら
ず
候
事
。

び
ん
ろ
う
じ

但
し
御
惣
躰
御
申
し
分
こ
れ
な
き
候
に
、
大
黄
・
梹
郎
子
等
日
々
差
上
げ
候
て
は
、
返
っ
て
御
薬
毒
に
御
障
り
遊
ば
さ
れ
候
ほ
ど
も

計
り
が
た
く
、
御
腹
中
御
薬
気
御
絶
ち
遊
ば
さ
れ
ず
候
て
は
、
先
々
何
等
の
節
御
薬
御
奏
効
の
妨
げ
に
も
相
成
る
程
も
計
り
が
た
し

此
条
一
通
り
は
朴
庵
よ
り
も
通
達
致
し
候
は
ヌ
手
抜
き
な
き
事
に
候
。
其
の
儀
な
き
処
は
事
む
つ
か
し
く
申
し
候
時
は
不
行
届
事
と
存

し
ば
え

じ
候
。
去
り
乍
ら
是
亦
以
来
の
所
、
取
調
前
々
仕
栄
に
も
違
い
候
は
ヌ
、
同
僚
中
へ
心
得
先
輩
よ
り
示
し
置
き
申
さ
れ
候
は
ヌ
事
済
み
候

（
岨
）

［
藩
庁
側
見
解
］

右
躰
存
盧
申
出
候
は
ヌ
御
国
許
へ
も
相
談
仕
る
可
き
筈
の
処
、
其
の
義
こ
れ
無
く
、
す
べ
て
通
達
も
仕
ら
ず
候
事
。

計
り
が
た
く
、

と
申
す
一
件
。
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右
の
次
第
去
夏
以
来
紙
面
を
以
て
再
三
江
戸
表
へ
掛
け
合
い
候
処
、
何
分
落
着
仕
ら
ず
候
に
付
、
面
談
に
候
は
ヌ
相
い
分
か
る
可
し
と
下

着
迄
相
い
控
え
、
先
日
以
来
再
三
じ
か
に
掛
け
合
い
仕
候
処
、
何
分
落
ち
合
い
兼
ね
候
。
其
の
内
、
中
頃
に
大
方
に
落
ち
合
い
候
躰
に
相
い

聞
候
に
付
、
掛
け
合
い
の
次
第
紙
面
に
仕
り
、
相
い
見
せ
候
処
、
不
同
意
の
ケ
条
も
こ
れ
有
る
旨
申
し
候
に
付
、
し
か
ら
ば
自
分
に
て
紙
面

に
仕
り
差
出
し
候
よ
う
申
聞
候
。
早
速
紙
面
に
仕
り
、
持
参
仕
り
候
処
、
中
度
落
ち
合
い
候
ケ
条
も
又
々
不
同
意
に
相
成
り
、
通
達
申
し
越

さ
ぬ
義
は
不
行
届
と
申
し
候
ヶ
条
の
み
落
ち
合
い
、
其
の
余
の
義
は
す
べ
て
落
ち
合
わ
ず
に
相
成
り
申
候
。
こ
の
上
幾
篇
仰
せ
間
か
さ
れ
候

と
も
、
同
様
の
義
故
、
御
小
姓
頭
へ
仰
せ
出
ら
れ
候
は
ぎ
、
善
悪
相
い
分
か
り
申
す
べ
く
、
不
行
届
の
処
は
御
叱
り
も
こ
れ
有
る
可
く
、
其

処
は
覚
悟
の
事
に
御
坐
候
旨
申
し
候
。
さ
て
右
躰
幾
篇
申
し
間
か
せ
候
て
も
落
ち
合
わ
ず
に
御
坐
候
え
ば
、
と
て
も
こ
れ
き
り
に
仕
り
候
て

い
つ
こ

は
、
何
分
同
僚
中
の
示
し
合
い
も
行
き
届
か
ず
、
銘
々
一
己
申
し
募
り
候
よ
う
相
成
り
候
て
は
、
一
同
一
和
仕
ら
ぬ
基
に
相
成
り
、
御
為
筋

に
宜
し
か
ら
ず
候
よ
う
存
じ
奉
り
候
。
且
つ
近
来
神
文
等
も
仰
せ
付
け
ら
れ
候
処
、
右
躰
内
々
一
和
仕
ら
ぬ
義
を
、
そ
れ
き
り
に
仕
り
置
き

候
て
は
神
文
の
手
前
に
も
相
い
戻
り
候
よ
う
相
成
り
候
こ
と
故
、
右
一
和
仕
ら
ぬ
次
第
、
御
目
付
衆
迄
申
し
達
し
置
候
の
外
は
こ
れ
あ
る
ま

じ
き
と
、
い
ず
れ
も
一
決
仕
り
候
。
さ
り
乍
ら
こ
の
義
は
実
に
や
む
を
え
ざ
る
の
仕
方
に
て
甚
だ
用
意
な
ら
ざ
る
義
に
存
じ
奉
り
候
。
さ
て

此
条
直
伝
如
何
の
筋
に
こ
れ
あ
る
べ
き
や
朴
庵
伝
え
承
わ
ら
ぬ
処
は
心
得
差
い
と
存
じ
候
。
さ
り
乍
ら
こ
の
義
何
分
子
細
こ
れ
あ
り
候
て
、

直
伝
差
支
え
候
訳
は
こ
れ
な
き
や
。

屋
形
様
に
て
度
々
哲
斎
へ
直
伝
仕
り
候
よ
う
に
と
御
意
の
こ
れ
有
る
義
申
聞
か
せ
置
き
候
え
ば
、
猶
更
相
談
の
こ
れ
あ
る
可
き
義
と
存
じ

候
処
、
其
の
義
こ
れ
無
き
事
。

は
承
受
候
て
苦
々
し
き
事
と
存
じ
候
。

（
脂
）

［
御
医
師
言
分
］

（
Ｍ
）

［
藩
庁
側
見
解
］

ヘ
ハ
エ
Ｊ
）

〆
１
１
，

［
御
医
師
言
分
］
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御
大
頭
に
て
は
、
何
事
に
よ
ら
ず
、
善
悪
と
も
御
差
引
も
下
さ
れ
候
義
に
御
坐
候
え
ば
、
か
ほ
ど
の
義
、
一
向
何
事
も
申
し
上
げ
ず
、
御
目

付
へ
申
出
候
も
何
と
か
如
何
し
く
存
じ
奉
り
候
に
付
、
右
の
あ
ら
ま
し
各
様
ま
で
御
咄
申
し
候
間
、
何
分
し
か
る
べ
き
よ
う
仰
せ
述
べ
ら
れ

下
さ
れ
度
頼
み
奉
り
候
。
さ
て
前
件
申
し
述
べ
候
通
り
、
上
へ
申
出
候
義
は
甚
だ
容
易
な
ら
ざ
る
義
に
御
坐
候
間
、
何
卒
何
も
申
間
候
理
合

落
合
先
々
き
っ
と
相
い
改
め
候
よ
う
申
し
候
。
前
躰
の
申
し
合
わ
せ
は
御
奉
公
仕
る
可
し
と
種
々
教
諭
を
も
仕
り
、
再
三
な
ら
ず
十
度
に
も

及
び
掛
け
合
い
候
え
ど
も
、
何
分
落
ち
合
い
申
さ
ず
候
旨
申
し
募
り
候
に
付
、
こ
の
上
は
や
む
を
え
ず
申
し
出
候
義
に
御
坐
候
。

右
躰
の
次
第
に
御
坐
候
え
ば
、
只
今
に
至
り
落
ち
合
い
候
旨
申
出
候
義
も
こ
れ
あ
る
ま
じ
く
候
え
ど
も
、
万
一
、
落
合
候
旨
申
出
候
て
も
、

今
更
も
は
や
和
熟
も
仕
り
難
き
よ
う
に
存
じ
奉
り
候
。

ひ
っ
き
ょ
う
マ
マ

畢
寛
、
威
腹
に
て
は
何
分
一
和
は
相
い
成
り
申
さ
ず
義
に
御
坐
候
。
大
段
業
方
に
付
い
て
は
、
夫
々
仕
栄
法
式
も
御
坐
候
こ
と
故
、
右
躰
我

意
申
し
募
り
候
て
は
、
何
分
一
和
は
相
い
成
り
申
さ
ず
義
に
御
坐
候
。
右
に
付
、
何
等
御
大
頭
御
賢
盧
も
御
坐
候
は
ヌ
、
仰
せ
聞
か
せ
成
し

下
さ
れ
度
存
じ
奉
り
候
。
右
御
否
こ
れ
有
る
迄
は
御
目
付
へ
相
い
達
候
義
は
先
ず
は
相
控
え
居
り
候
問
、
こ
れ
ら
の
趣
何
分
し
か
る
可
き
よ

ひ
っ
き
ょ
う

此
条
朴
庵
落
合
か
ね
候
訳
は
如
何
こ
れ
あ
る
や
、
畢
寛
玄
淳
よ
り
の
通
達
も
自
分
通
達
に
て
如
何
申
越
候
や
、
朴
庵
存
盧
行
違
い
候
処
を

強
い
て
同
僚
中
へ
勝
手
よ
く
朴
庵
迷
惑
な
る
事
を
申
掛
け
ら
れ
候
故
、
落
合
難
き
事
に
は
こ
れ
あ
る
ま
じ
き
か
、
然
る
時
は
、
双
方
理
非
明

白
の
掛
合
致
さ
れ
候
は
ヌ
、
朴
庵
も
落
合
う
べ
き
義
と
存
じ
候
。
又
差
出
候
紙
面
の
事
も
何
れ
へ
差
出
候
紙
面
に
こ
れ
あ
る
べ
き
か
、
落
合

の
様
に
て
も
落
合
わ
ぬ
時
に
差
い
候
と
申
す
は
、
実
に
朴
庵
に
於
て
落
合
わ
ず
故
に
こ
れ
あ
る
可
く
、
全
く
地
を
替
候
て
論
じ
候
時
は
余
人

そ
し

に
候
え
ば
、
同
僚
中
誹
り
候
処
、
何
れ
に
て
も
落
合
わ
れ
候
は
ぎ
、
同
僚
中
皆
々
申
さ
れ
候
紙
面
差
出
さ
れ
候
心
得
に
こ
れ
あ
る
や
、
甚
だ

難
渋
致
さ
る
べ
し
と
相
察
し
候
。
然
る
時
は
是
又
一
和
の
義
心
得
違
い
さ
れ
候
訳
と
存
じ
候
。
又
幾
度
掛
合
わ
れ
候
と
も
、
通
達
落
ち
の
義

は
朴
庵
も
落
合
こ
れ
あ
る
由
に
候
え
ば
、
則
此
所
に
て
同
僚
中
も
落
合
わ
れ
候
儀
一
和
の
場
と
存
じ
候
。
然
る
を
左
無
く
、
却
て
同
僚
中
示

（
焔
）

［
蒲
庁
側
見
解
］

ひ
っ
き
ょ
う

此
条
朴
庵
落
合
か
ね
候
訳
は
如
何
こ
れ
あ
る
や
、
畢
寛
玄
淳
よ
り
の
通
達
も
自
分
通
達
に
て
如
何
申
越
候
や
、
朴
庵
存
盧
行
違
隅

強
い
て
同
僚
中
へ
勝
手
よ
く
朴
庵
迷
惑
な
る
事
を
申
掛
け
ら
れ
候
故
、
落
合
難
き
事
に
は
こ
れ
あ
る
ま
じ
き
か
、
然
る
時
は
、
双
互

白
の
掛
合
致
さ
れ
候
は
ヌ
、
朴
庵
も
落
合
う
べ
き
義
と
存
じ
候
。
又
差
出
候
紙
面
の
事
も
何
れ
へ
差
出
候
紙
面
に
こ
れ
あ
る
べ
き
か
、

う
頼
み
奉
り
候
。

(61)555



合
不
行
届
且
つ
一
和
致
さ
ず
基
に
相
成
り
候
杯
と
申
出
ら
れ
候
は
、
朴
庵
心
得
違
い
よ
り
は
、
同
僚
中
の
心
得
違
い
の
筋
に
こ
れ
あ
る
よ
う

に
存
じ
候
。
又
神
文
の
義
を
取
り
交
わ
し
今
度
申
出
ら
れ
候
は
、
是
又
各
心
得
違
い
の
義
と
存
じ
候
。
畢
寛
こ
の
義
は
前
々
先
輩
に
も
心
得

違
い
卒
爾
の
義
直
々
言
上
こ
れ
あ
る
衆
こ
れ
あ
り
、
当
時
も
心
得
違
い
、
不
益
の
義
直
々
言
上
こ
れ
あ
る
輩
こ
れ
あ
る
問
、
御
吟
味
合
も
こ

れ
あ
り
仰
せ
付
け
ら
れ
候
事
に
て
こ
れ
あ
り
候
。
然
る
時
は
名
指
し
等
申
達
候
て
は
甚
だ
迷
惑
致
さ
れ
候
仁
こ
れ
あ
る
べ
く
問
、
決
し
て
申

達
す
ま
じ
く
候
。
以
来
各
心
得
こ
れ
あ
る
べ
き
事
と
存
じ
候
。
依
て
此
方
共
は
今
度
相
達
せ
ら
れ
候
旨
、
実
に
や
む
を
え
ら
れ
ず
候
と
は
卿

か
も
存
じ
申
さ
ず
、
同
僚
中
に
て
申
し
募
ら
れ
候
て
、
今
更
落
合
わ
れ
難
き
事
か
と
存
じ
候
間
、
心
外
な
る
申
さ
れ
方
と
存
じ
候
。
御
目
付

へ
も
申
達
せ
ら
れ
度
義
に
候
は
ゴ
、
此
方
共
に
も
強
い
て
差
留
め
申
す
了
簡
は
こ
れ
な
く
候
え
ば
、
勝
手
に
致
さ
る
べ
く
候
。

去
り
乍
ら
丁
度
相
達
せ
ら
れ
候
通
り
何
事
も
差
引
致
し
候
。
此
方
共
に
て
は
此
度
の
義
は
双
方
と
も
心
意
気
に
行
違
い
の
義
共
こ
れ
あ
り
、

色
々
疑
惑
の
筋
よ
り
事
面
倒
に
相
成
り
候
事
と
存
じ
候
え
ば
同
僚
中
に
も
考
弁
致
さ
れ
、
重
々
堪
え
忍
び
致
さ
れ
候
義
専
要
と
存
じ
候
間
、

今
度
差
出
さ
れ
候
紙
面
申
し
下
さ
れ
候
は
ぎ
、
相
下
さ
る
べ
く
、
又
左
様
こ
れ
な
く
候
は
ヌ
此
方
共
に
て
永
く
預
り
置
き
申
す
べ
き
や
、
然

る
上
は
此
後
の
処
重
々
示
合
わ
さ
れ
候
て
、
相
互
に
業
前
存
盧
は
申
尽
く
さ
れ
、
前
後
の
差
別
こ
れ
な
く
談
じ
申
さ
れ
和
熟
致
さ
れ
候
て
勤

こ
の
交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い
る
中
で
、
強
硬
派
の
一
人
浅
野
早
休
（
四
十
八
歳
）
が
心
変
わ
り
し
て
仲
間
か
ら
離
れ
、
重
役
方
に
付
き
、
情

報
提
供
者
に
な
っ
た
が
、
独
り
山
内
丈
庵
は
同
志
を
語
ら
い
、
朴
庵
が
お
上
の
療
治
に
自
説
を
固
執
し
、
同
僚
と
協
調
し
よ
う
と
し
な
い
の

（
面
）

は
、
神
文
に
背
く
も
の
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
朴
庵
の
非
を
鳴
ら
し
、
彼
の
処
分
を
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
文
化
十
二
年
十
二
月
二
十
七

日
御
医
師
中
と
朴
庵
の
不
和
が
解
決
し
な
い
の
で
両
者
に
次
の
申
達
が
あ
っ
た
。

「
御
医
師
中
御
持
薬
御
灸
治
等
之
義
一
一
付
、
賀
古
朴
庵
卜
存
盧
行
違
筋
有
之
、
不
致
一
和
、
一
同
申
出
趣
有
之
、
大
頭
被
申
聞
候
へ
共
、

不
落
合
二
而
強
而
申
出
、
猶
又
一
和
候
様
教
諭
有
之
旨
、
此
上
申
張
候
ハ
バ
、
急
度
存
寄
有
之
旨
申
間
付
、
承
置
呉
候
様
被
相
違
・
」

明
け
て
文
化
十
三
年
、
当
初
か
ら
御
医
師
た
ち
の
申
出
に
は
不
同
意
で
、
朴
庵
支
持
の
色
濃
い
重
役
た
ち
は
、
話
が
こ
じ
れ
た
今
と
な
っ

仕
こ
れ
あ
り
度
候
事
か
と
存
じ
候
。
」
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そ
の
上
で
朴
庵
平
断
の
旨
を
丈
庵
に
告
げ
た
の
で
、
要
求
が
入
れ
ら
れ
た
と
し
て
満
足
し
た
丈
庵
ら
は
今
ま
で
の
口
上
書
を
取
り
下
げ
る

つ
も
り
で
い
た
が
、
参
勤
発
駕
間
近
か
の
四
月
十
二
日
に
朴
庵
宛
の
申
達
の
内
容
を
知
る
に
及
び
、
ま
た
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
文
化
十
三
年
四
月
十
五
日
参
勤
発
駕
の
朝
を
迎
え
、
参
勤
お
供
の
谷
哲
斎
・
富
沢
道
龍
両
人
は
じ
め
藩
医
一
同
が
相
揃
っ
て
病

気
と
称
し
て
、
出
仕
し
な
い
と
い
う
椿
事
が
持
ち
上
が
っ
た
。

（
服
）

四
月
十
九
日
、
山
内
丈
庵
、
口
上
書
提
出
。

「
私
共
こ
の
節
一
同
病
気
に
て
引
き
籠
も
り
罷
在
り
候
処
、
何
を
か
宿
意
等
こ
れ
あ
り
候
よ
う
思
し
召
さ
れ
候
に
付
、
此
等
の
処
委
細
紙
面

に
仕
り
差
出
し
候
よ
う
仰
せ
間
か
さ
れ
承
知
仕
り
候
。

何
も
余
に
格
別
宿
意
等
こ
れ
あ
る
義
に
も
御
坐
無
く
候
。

去
夏
以
来
段
々
御
伺
い
申
上
げ
候
義
に
付
、
追
々
御
大
頭
の
御
尊
盧
等
御
紙
面
を
以
て
仰
せ
間
か
さ
れ
候
次
第
も
こ
れ
あ
り
、
其
処
へ

先
づ
安
心
仕
り
罷
在
り
候
処
、
朴
庵
へ
御
裁
許
の
処
に
て
何
分
一
同
も
締
合
相
立
た
ぬ
処
、
重
々
当
惑
仕
り
候
に
付
、
又
々
口
上
書
差

出
し
候
次
第
も
こ
れ
在
り
、
御
発
駕
前
夜
、
数
馬
殿
（
註
・
大
頭
の
桜
田
数
馬
、
二
十
六
歳
）
に
て
哲
斎
へ
御
直
々
仰
せ
間
か
さ
れ
候
次
第

も
御
坐
候
て
、
い
ず
れ
も
詳
し
く
承
知
仕
り
候
処
、
何
分
こ
れ
迄
申
出
候
主
意
も
追
々
御
落
合
い
も
成
し
下
さ
れ
、
御
紙
面
等
相
下
さ

れ
、
其
処
に
安
心
仕
り
罷
在
り
候
こ
と
迄
も
其
節
は
相
違
仕
り
、
一
向
に
私
共
の
申
出
候
主
意
も
御
間
分
け
成
し
下
さ
れ
ざ
る
よ
う
相

成
り
、
何
分
に
も
以
後
の
締
合
等
相
立
ち
候
義
と
も
存
じ
奉
ら
ず
候
故
、
誠
に
途
方
を
失
い
当
惑
至
極
仕
り
、
急
に
積
気
等
差
し
起
こ

り
、
御
発
駕
当
日
い
ず
れ
も
引
き
籠
も
り
申
し
候
次
第
に
御
坐
候
。

Ｔ
」

今
以
て
何
の
御
沙
汰
筋
も
御
座
無
く
候
故
、
尚
々
当
惑
仕
り
引
き
籠
も
り
罷
在
り
候
。
」

て
は
、
解
堅

際
一
札
を
藍

説
得
し
た
。

、
解
決
の
道
は
朴
庵
が
謝
る
以
外
に
は
な
い
と
考
え
、
朴
庵
を
呼
び
、
と
に
か
く
非
を
認
め
て
謝
れ
ば
事
は
解
決
す
る
。
た
と
え
そ
の

札
を
取
ら
れ
、
あ
と
か
ら
朴
庵
糾
弾
の
口
上
書
が
出
さ
れ
て
も
、
朴
庵
に
は
落
度
は
な
い
の
で
、
我
々
が
取
り
下
げ
る
か
ら
と
朴
庵
を
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処
分
を
受
け
て
い
る
。

（
Ⅲ
）

四
月
二
十
三
日
、
事
件
関
係
者
の
処
分
発
表
さ
れ
る
。

．
、
御
医
師
中
、
御
発
駕
之
時
分
、
相
揃
病
気
之
趣
に
て
御
見
立
に
不
罷
出
、
谷
哲
斎
・
富
沢
道
竜
御
当
日
御
供
を
も
御
断
申
出
、
御
不

審
有
之
処
、
畢
寛
賀
古
朴
庵
と
不
和
之
義
有
之
故
と
粗
達
御
聰
、
如
何
之
義
被
思
召
候
。
其
旨
趣
不
被
遊
御
取
上
候
得
共
、
何
と

か
党
を
結
び
候
様
之
致
方
、
異
却
之
義
甚
心
得
差
、
不
敬
之
至
思
召
候
。
価
之
差
控
被
仰
付
、
屹
度
相
慎
罷
在
候
様
可
被
申
聞
旨
、

は
く
ら

夫
々
大
頭
江
申
達
。
土
倉
仙
哲
差
控
被
仰
付
候
処
、
親
忌
中
に
有
之
、
御
吟
味
不
行
届
に
付
其
段
申
聞
る
。

一
、
賀
古
朴
庵
、
御
発
駕
御
当
日
、
御
医
師
中
相
揃
病
気
之
趣
に
て
、
御
見
立
不
罷
出
、
御
不
審
有
之
処
、
同
僚
中
不
和
之
義
有
之
故

と
粗
相
達
御
聞
、
如
何
之
義
被
思
召
候
。
其
旨
趣
不
被
遊
御
取
上
候
得
共
、
畢
寛
平
日
和
順
之
意
薄
、
不
束
之
口
上
振
有
之
、
心

得
方
不
宜
儀
被
思
召
候
。
価
之
差
控
被
仰
付
候
。
屹
度
相
慎
罷
在
候
様
可
申
間
旨
、
梶
田
権
兵
衛
（
（
＊
御
小
姓
頭
）
）
へ
申
聞
る
・
」

こ
の
よ
う
に
事
件
の
一
週
間
後
に
関
係
者
の
処
分
が
行
わ
れ
た
が
、
結
果
は
御
医
師
た
ち
の
主
張
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
党
を
結
ぶ
や
り

ふ
ら
ち

方
は
不
埒
せ
ん
ば
ん
、
不
敬
の
至
り
と
し
て
、
山
内
丈
庵
以
下
八
名
の
御
医
師
た
ち
が
差
控
を
、
一
方
朴
庵
も
、
平
日
和
順
の
意
薄
く
不
束

か
な
口
上
振
り
が
あ
り
、
心
得
方
よ
ろ
し
か
ら
ず
と
し
て
、
同
様
差
控
仰
せ
付
け
ら
れ
た
が
、
自
ら
差
控
を
申
し
出
た
浅
野
早
休
は
、
其
の

（
鋤
）

儀
に
及
ば
ず
と
さ
れ
て
、
こ
と
は
落
着
し
た
か
に
見
え
た
が
、
そ
の
後
も
両
者
の
わ
だ
か
ま
り
は
解
け
ず
、
二
年
後
の
文
政
元
年
に
は
、
庖

み

と
が

瘡
の
藩
士
宅
の
往
診
を
頼
ま
れ
た
丈
庵
が
、
朴
庵
が
診
て
い
る
病
人
だ
か
ら
、
自
分
が
診
て
も
役
に
立
て
な
い
か
ら
、
と
断
っ
た
こ
と
を
答

め
ら
れ
、
差
控
よ
り
も
重
い
刑
罰
の
遠
慮
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

（
皿
）

さ
ら
に
は
、
道
仙
亡
き
後
の
御
医
師
筆
頭
の
谷
哲
斎
も
重
役
の
度
々
の
説
得
に
逆
ら
い
反
朴
庵
の
姿
勢
を
貫
い
て
、
文
政
二
年
に
遠
慮
の

一
方
、
朴
庵
は
藩
主
は
じ
め
重
役
た
ち
の
覚
え
も
め
で
た
く
、
重
用
さ
れ
て
晩
年
に
及
ん
だ
。
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幸
の
ス
％

（
”
幸

事
件
当
時
の
宇
和
島
藩
は
、
天
明
の
大
飢
饅
に
加
え
て
、
寛
政
の
東
海
河
川
治
水
工
事
の
賦
役
で
藩
財
政
は
著
し
い
窮
乏
に
見
舞
わ
れ
、

か
り
あ
げ

村
方
騒
動
が
激
発
し
、
藩
士
か
ら
の
借
上
が
度
々
行
わ
れ
、
倹
約
令
も
続
発
、
士
道
の
退
廃
も
著
し
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
萩
森
騒
動
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
事
件
は
、
藩
財
政
の
再
建
策
を
め
ぐ
っ
て
、
御
番
頭
萩
森
蔀
と
家
老
稲
井
甚
太
左
衛
門
の
意
見
が
対
立
、
萩
森
が
稲
井
宅
を
襲
撃
し

切
腹
さ
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
騒
動
で
あ
る
。
萩
森
は
、
藩
の
領
内
に
対
す
る
差
上
銀
の
命
令
と
家
臣
団
の
五
ケ
年
間
半
知
借
上
の
政
策
の
う

ち
、
後
者
を
さ
ら
に
三
年
間
延
長
す
る
と
い
う
稲
井
の
提
案
に
対
し
反
対
し
た
。
そ
れ
は
下
土
居
の
立
場
を
守
り
、
知
行
制
を
廃
し
て
、
全

家
臣
団
に
扶
持
米
制
を
施
行
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

事
件
後
、
下
士
に
は
用
立
米
が
賦
課
さ
れ
ず
萩
森
の
墓
に
参
詣
す
る
者
が
多
く
、
藩
は
こ
れ
を
禁
じ
た
程
で
あ
っ
た
。

『
御
医
師
ス
ト
ラ
イ
キ
騒
動
」
の
き
っ
か
け
に
成
っ
た
御
曹
司
宗
正
に
よ
る
林
道
仙
差
控
処
分
の
こ
と
は
、
萩
森
切
腹
の
翌
年
の
出
来
事
で

件
関
係
者
で
あ
る
か
ら
、
厳
罰
‐

上
の
丈
庵
ら
の
行
動
で
あ
ろ
う
。

藩
主
が
参
勤
発
駕
当
日
の
朝
、
御
医
師
た
ち
が
病
と
称
し
て
揃
っ
て
出
仕
し
な
い
と
い
う
の
は
、
筆
頭
家
老
の
桜
田
右
兵
衛
が
云
う
よ
う

に
、
党
を
結
び
候
様
子
こ
れ
あ
り
で
、
お
上
を
お
そ
れ
ぬ
所
業
で
あ
っ
て
、
厳
罰
に
値
す
る
の
に
、
僅
か
六
日
間
の
差
控
と
い
う
軽
い
処
分

は
ぎ
の
も
り
し
と
み

で
済
ま
せ
た
の
は
、
藩
と
し
て
は
あ
の
萩
森
蔀
騒
動
か
ら
ま
だ
日
も
浅
く
、
又
々
世
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
な
厳
罰
を
科
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
騒
ぎ
は
、
朴
庵
と
御
医
師
た
ち
の
い
ざ
こ
ざ
を
、
二
年
近
く
に
亘
り
調
停
に
つ
と
め
た
後
の
不
手

際
で
、
重
役
た
ち
は
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
総
数
二
十
三
名
の
藩
医
の
う
ち
、
日
頃
藩
主
の
診
療
に
当
る
御
医
師
が
全
員
事

件
関
係
者
で
あ
る
か
ら
、
厳
罰
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
日
か
ら
藩
の
医
療
面
は
大
混
乱
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
ス
ト
は
そ
れ
を
計
算
の

考
案
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宇
和
島
藩
江
戸
詰
の
若
手
藩
医
、
賀
古
朴
庵
と
富
田
玄
淳
と
の
御
曹
司
御
持
薬
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
こ
の
騒
動
の
発
端
に
な
っ
た
。

（
型
）

賀
古
朴
庵
は
、
二
十
歳
で
京
都
に
修
行
に
出
た
が
、
父
の
病
気
の
た
め
二
年
足
ら
ず
で
帰
藩
し
て
直
ち
に
番
代
勤
務
に
つ
い
て
い
る
の
で
、

充
分
な
修
行
を
し
た
と
は
思
え
な
い
が
、
弁
舌
が
爽
や
か
で
、
以
前
に
も
御
持
薬
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
、
今
回
も
藩
主
か
ら
名
指
し
さ
れ
る
な

ど
藩
首
脳
部
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
か
ら
、
僅
か
十
人
扶
持
の
朴
庵
が
、
反
朴
庵
派
の
谷
哲
斎
（
二
百
四
十
五
石
）
富
田
玄

淳
（
二
百
石
）
山
内
丈
庵
三
百
石
）
林
道
仙
言
石
）
砂
沢
中
安
（
百
石
）
浅
野
早
休
（
百
石
）
ら
の
知
行
取
り
相
手
に
少
し
も
臆
す
る
こ
と

（
お
）

こ
の
頃
の
医
界
の
情
勢
は
、
元
禄
期
に
名
古
屋
玄
医
・
後
藤
艮
山
ら
の
唱
え
る
古
医
方
が
、
江
戸
初
期
か
ら
の
李
・
朱
医
方
に
か
わ
り
信

（
郡
）

奉
さ
れ
る
に
な
り
、
漢
方
薬
害
が
指
摘
さ
れ
、
化
政
期
の
こ
の
頃
に
は
通
俗
医
学
言
で
も
漢
方
薬
害
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
重
役
た

び
い
き

ち
も
朴
庵
の
薬
害
論
支
持
の
気
持
が
強
く
、
ま
し
て
藩
主
父
子
の
朴
庵
晶
負
を
承
知
し
て
い
る
か
ら
尚
更
の
こ
と
で
あ
る
。

藩
医
た
ち
は
、
奉
薬
気
取
り
の
道
仙
・
哲
斎
に
は
か
ね
て
か
ら
不
満
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
人
の
治
療
法
を
公
然
と
批

判
し
た
朴
庵
に
同
調
す
る
と
思
わ
れ
た
の
に
、
道
仙
弁
護
に
回
っ
た
の
は
、
朴
庵
が
日
頃
医
学
に
素
人
の
重
役
相
手
に
仲
間
医
師
の
療
治
を

》
て

批
判
し
て
聞
か
せ
た
り
、
前
医
を
誹
し
る
な
ど
の
不
遜
な
診
療
姿
勢
に
対
し
反
感
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
”
）
と
が

山
内
丈
庵
は
若
い
な
が
ら
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
伯
父
林
道
仙
（
母
の
兄
）
が
お
答
め
を
受
け
た
と
い
う
の
に
、
同
僚
と
協
調
し

な
い
診
療
を
繰
り
返
す
神
文
違
反
の
朴
庵
が
お
答
め
な
し
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。

弾
つ
カ
カ

図
が
窺
わ
れ
る
。

が
な
か
っ
た
。

む
れ
た
だ

（
羽
）

後
年
、
宗
紀
と
名
を
替
え
た
御
曹
司
は
、
夙
に
幕
府
の
儒
官
古
賀
精
里
に
朱
子
学
を
学
び
、
長
幼
序
に
厳
し
い
身
分
制
度
を
重
視
し
て
い

た
の
で
、
七
代
藩
主
に
な
る
や
藩
主
権
力
の
強
化
と
上
士
層
の
登
用
に
よ
る
側
近
体
制
を
確
立
さ
せ
な
が
ら
、
藩
政
改
革
を
す
す
め
た
人
物

で
あ
る
か
ら
、
御
持
薬
担
当
医
の
変
更
人
事
な
ど
誰
も
が
気
に
掛
け
て
い
な
い
の
に
、
順
序
を
踏
ま
ず
藩
主
の
下
命
に
直
々
異
議
を
唱
え
た

か
ら

と
し
て
林
道
仙
を
処
罰
し
た
こ
と
は
、
萩
森
騒
動
を
絡
め
て
、
弛
ん
だ
藩
政
の
綱
紀
を
粛
正
し
て
藩
主
の
権
威
高
揚
を
は
か
ろ
う
と
し
た
意
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し
か
し
実
際
は
藩
主
が
直
々
道
仙
に
御
持
薬
担
当
は
朴
庵
に
と
命
じ
た
り
、
御
曹
司
が
若
手
医
師
の
育
成
を
督
促
す
る
直
書
を
道
仙
・
哲

し
も
ん

斎
両
人
宛
に
下
す
な
ど
、
こ
と
医
事
に
関
し
て
は
何
事
も
道
仙
、
哲
斎
相
手
に
諮
問
す
る
の
で
、
両
人
は
奉
薬
気
取
り
で
い
た
が
、
仲
間
の

御
医
師
た
ち
は
、
奉
薬
で
も
な
い
の
に
、
な
ん
で
、
と
、
内
心
穏
や
か
で
な
か
っ
た
。
両
人
が
奉
薬
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
朴
庵
の
指
導
も
適

切
に
行
わ
れ
、
朴
庵
も
素
直
に
受
け
入
れ
て
、
今
回
の
よ
う
な
騒
動
は
起
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
御
医
師
た
ち
に
ス
ト
ラ
イ
キ
の
準
備
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
。

こ
の
事
件
の
関
係
書
類
を
『
御
医
師
中
不
和
一
件
』
と
し
て
後
世
に
残
し
た
当
時
の
筆
頭
家
老
の
桜
田
右
兵
衛
は
そ
の
前
書
に
「
賀
古
朴

し
た
た

庵
と
御
医
師
中
、
不
和
の
義
に
付
、
追
々
双
方
相
糺
し
、
終
に
党
を
結
び
候
様
子
こ
れ
あ
り
落
着
の
事
。
」
と
認
め
て
い
る
。

右
兵
衛
が
云
う
よ
う
に
、
御
医
師
中
が
徒
党
を
組
ん
で
い
た
か
ど
う
か
、
途
中
、
変
心
し
て
仲
間
を
離
れ
、
重
役
側
に
情
報
を
流
し
て
い

（
抑
）

た
浅
野
早
休
の
藩
庁
宛
書
状
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
か
れ
て
い
る
。

一
、
私
儀
惣
中
と
同
心
の
時
も
、
残
ら
ず
引
き
籠
も
り
申
し
候
と
申
す
事
杯
は
約
し
申
し
候
え
ど
も
、
御
駕
の
日
に
引
き
籠
も
り
申
し
候
、

御
供
も
仕
ら
ず
候
と
申
す
事
は
約
し
申
さ
ず
候
・
将
又
恐
れ
入
り
奉
り
候
御
儀
に
御
坐
候
。

一
、
私
儀
心
変
り
申
さ
ず
候
よ
う
書
面
を
遣
わ
し
候
え
ど
も
、
夫
れ
は
た
ゴ
私
儀
の
存
付
に
て
遣
わ
し
申
し
候
に
て
、
実
に
手
紙
同
様
の

者
も
現
れ
た
。

（
郷
）

宇
和
島
藩
で
は
仙
台
藩
に
な
ら
い
、
藩
医
の
う
ち
、
藩
主
に
直
接
薬
を
奉
る
本
道
（
内
科
医
）
の
藩
医
が
最
高
位
で
、
奉
薬
と
い
っ
た
。

む
ら
と
き

（
弱
）

と
こ
ろ
が
、
「
中
興
の
名
君
」
と
言
わ
れ
た
先
代
村
候
が
奉
薬
制
度
を
廃
止
し
た
た
め
に
、
御
小
姓
頭
の
支
配
下
に
あ
る
御
医
師
た
ち
は
技

術
者
集
団
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
若
手
の
連
中
の
中
に
は
、
朴
庵
の
よ
う
に
御
医
師
は
全
て
同
列
と
心
得
て
行
動
す
る

強
硬
派
の
一
人
浅
野
早
休
は
交
渉
途
中
で
心
変
わ
り
し
て
脱
落
、
藩
庁
側
の
情
報
提
供
者
に
な
っ
た
。
萩
森
蔀
騒
動
で
蔀
は
切
腹
処
分
、

た

萩
森
家
は
断
絶
と
な
っ
た
の
で
、
蔀
の
実
家
の
浅
野
家
は
難
し
い
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
、
実
兄
の
早
休
と
し
て
は
藩
庁
に
逆
ら
う
行
為
は
膳

め
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
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（
帥
）

ま
た
、
小
姓
頭
の
梶
田
権
兵
衛
は
右
兵
衛
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

一
、
残
ら
ず
引
き
籠
も
り
申
す
べ
く
候
事
は
、
最
初
よ
り
申
し
合
わ
せ
候
え
ど
も
、
御
発
駕
の
日
引
き
籠
も
り
、
或
は
御
供
の
面
々
迄
引

き
籠
も
り
申
し
候
事
は
申
し
合
わ
せ
申
さ
ず
事
。

一
、
世
上
の
病
用
も
、
公
用
同
様
に
申
し
合
申
す
べ
き
由
、
能
島
随
安
申
し
候
え
ど
も
、
同
僚
中
不
同
心
候
事
。

一
、
た
と
い
格
禄
減
少
致
し
候
と
も
、
申
し
合
い
候
儀
変
わ
り
申
す
ま
じ
く
候
由
、
同
僚
中
一
同
残
ら
ず
が
、
書
面
遣
わ
し
あ
り
候
事
。

こ
の
浅
野
・
梶
田
両
人
の
申
状
か
ら
み
て
も
、
丈
庵
ら
は
ス
ト
ラ
イ
キ
覚
悟
で
交
渉
に
臨
ん
で
は
い
た
が
、
先
年
の
萩
森
事
件
の
よ
う
な
、

そ
の
身
は
切
腹
、
家
名
断
絶
な
ど
の
極
刑
は
予
測
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

宇
和
島
藩
も
七
代
藩
主
宗
紀
以
降
は
藺
法
の
時
代
と
な
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
騒
動
に
関
係
し
た
御
医
師
の
子
や
孫
た
ち
の
多
く
は
伊
東
玄

朴
・
緒
方
洪
庵
・
大
槻
俊
斎
ら
に
師
事
し
新
知
識
を
修
得
し
て
帰
藩
、
早
く
か
ら
種
痘
な
ど
も
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
藩
内
の
卯
之
町
に

は
農
家
出
身
な
が
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
高
弟
の
二
宮
敬
作
が
お
り
、
高
野
長
英
や
大
村
益
次
郎
ら
の
来
藩
も
あ
っ
て
、
藩
は
蘭
学
に
力
を
い
れ
医

療
面
も
充
実
し
、
漢
医
方
は
西
洋
医
方
に
圧
倒
さ
れ
、
旧
来
の
家
格
や
年
功
序
列
は
幅
が
利
か
な
く
な
っ
た
。

（
蛇
）
む
ら
と
き
む
ね
た
だ
む
ね
な
り

ま
た
伊
達
家
は
五
代
村
候
・
七
代
宗
紀
・
八
代
宗
城
の
各
藩
主
夫
人
が
佐
賀
藩
主
息
女
で
、
鍋
島
家
と
の
姻
戚
関
係
が
深
い
の
で
、
在
府

中
は
、
佐
賀
出
身
の
幕
府
奥
医
師
伊
東
玄
朴
が
医
事
顧
問
役
で
、
事
あ
れ
ば
奥
の
診
療
に
あ
た
り
、
時
に
は
玄
朴
の
奥
医
師
仲
間
の
竹
内
玄

同
や
大
槻
俊
斎
ら
の
藺
法
大
家
の
来
診
も
あ
り
、
幕
末
の
宇
和
島
伊
達
家
の
医
療
陣
は
堂
々
た
る
も
の
で
、
御
医
師
ス
ト
再
発
の
懸
念
は
微

塵
も
な
く
な
っ
て
い
た
。

一
、
元
来
、
徒
党
と
十

と
存
じ
奉
り
候
。

け
い
じ
つ

儀
に
御
坐
候
。
其
の
外
の
面
々
書
面
取
り
遣
わ
し
申
し
候
事
は
惣
て
御
坐
な
く
候
。
尤
も
血
判
よ
う
の
も
御
坐
な
く
候
。
頃
日
は
如

わ
き
ま

何
御
坐
候
や
相
弁
え
申
さ
ず
候
。

元
来
、
徒
党
と
申
す
心
持
に
は
御
坐
な
く
候
え
ど
も
、
徒
党
め
き
申
し
候
。
元
来
、
丸
頭
の
面
々
に
て
、
武
家
の
事
、
官
辺
不
案
内
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因
み
に
、
御
畔

を
残
し
て
い
る
。

〆
、

〔
の
〃
ｇ
一

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
Ⅲ
）

（
皿
）

（
吃
）

（
昭
）

（
皿
）

（
明
）

（
略
）

〆一、

1 文
、－〆

掴
筆
す
る
に
当
り
、
数
々
の
御
教
示
を
戴
い
た
三
好
昌
文
松
山
大
学
教
授
に
心
か
ら
な
る
謝
辞
を
申
し
上
げ
た
い
。

前
掲
文
献
（
二
）
二
丁
。

前
掲
文
献
（
八
）
三
九
丁
。

前
掲
文
献
（
二
）
二
丁
。

前
掲
文
献
（
八
）
四
○
丁
。

前
掲
文
献
（
二
）
二
～
一

前
掲
文
献
（
八
）
四
○
～
四

前
掲
文
献
（
八
）
三
八
～
三
九
丁
。

前
掲
文
献
二
）
一
二
七
舌

前
掲
文
献
（
一
）
一
二
七
言

前
掲
文
献
（
二
）
一
○
丁
。

『
御
医
師
中
不
和
一
件
拝

前
掲
文
献
（
二
）
一
○
丁
。

前
掲
文
献
（
二
）
二
丁
。

献近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
編
『
宇
和
島
藩
庁
伊
達
家
史
料
九
記
録
害
抜
伊
達
家
御
歴
代
事
記
一
二
一
六
六
頁
。
近
代
史
文
庫
宇
和
島
研

究
会
、
宇
和
島
市
、
（
昭
和
五
十
七
年
）

「
御
医
師
中
不
和
一
件
其
一
」
七
丁
。
宇
和
島
文
化
保
存
会
所
蔵

前
掲
文
献
（
二
二
一
○
～
二
二
頁
。

御
持
薬
騒
ぎ
の
当
の
御
曹
司
宗
紀
は
百
歳
の
天
寿
を
全
う
し
、
能
筆
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
平
成
の
今
も
美
術
年
鑑
に
そ
の
名

二
七
頁
。

二
七
頁
。

甘
〆、

二

「丁
on

＝

八

丁
0

'一戸口
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へ一、へへへへへへ

2423222120191817
ー酋一………

へへへ戸、へへへへ

3231302928272625
………………

前
掲
文
献
（
二
一
六
六
頁
。

前
掲
文
献
（
一
）
二
二
七
頁
。

苅
渇
文
献
へ
二
二
五
二
頁
。

前
掲
文
献
（
二
一
五
六
言

前
掲
文
献
（
二
）
三
八
丁
。

前
掲
文
献
（
一
）
二
五
一

前
掲
文
献
二
）
一
頁
。

富
士
川
瀞
『
日
本
医
学
史
綱
要
１
」
一
五
五
～
一
五
七
頁
。
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
東
京
都
（
昭
和
五
十
一
年
）

中
西
啓
「
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
」
五
一
頁
。
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
東
京
都
、
（
昭
和
五
十
年
）

愛
媛
県
教
育
会
編
「
愛
媛
県
教
育
史
前
篇
」
九
九
頁
。
愛
媛
県
教
育
会
、
松
山
市
、
（
昭
和
十
三
年
）

近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
編
「
宇
和
島
藩
庁
伊
達
家
史
料
六
家
中
由
緒
書
下
」
八
四
頁
。
近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
、
宇
和
島
市
、

宮
城
県
医
師
会
編
『
宮
城
県
医
師
会
史
医
療
編
』
七
○
頁
。
宮
城
県
医
師
会
、
仙
台
市
、
（
昭
和
五
十
年
）

愛
媛
教
育
協
会
北
宇
和
部
会
編
蟇
「
宇
和
島
吉
田
両
藩
誌
」
二
七
八
頁
。
関
和
洋
紙
店
印
刷
部
、
松
山
市
、
（
大
正
六
年
）

中
西
啓
「
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
産

前
掲
文
献
（
十
三
）
九
七
頁
。

前
掲
文
献
（
八
）
三
丁
～
五
丁
。

前
掲
文
献
（
八
）
六
丁
～
七
丁
。

前
掲
文
献
（
二
四
）
二
～
四
頁
。

（
昭
和
五
十
五
年
）

（
一
）
一
五
六
頁
。
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StrikeofDoctorsintheUwajimaClan

(AQuarrelamongPhysicians)

BvKeiHAYASHI

ThefollowingarticletellsaboutanincidentfromthehistoryoftheUwajimaclan,whichoccurred
inl816.

BokuanKako,oneoftheprivatedoctorsoftheclanoftenquarreledwiththeotherdoctorsabout

usualmedicinesforayounglord.

Theclanauthorities'supportforBokuan'sclaimmadetheotherdoctorsfeeldissatisfied.

Then,onthedaywhentheyweresupposedtogouptoEdoforanaltemate-yearresidence,theother

doctorsresortedtothetacticsofabsenteeismowingtoillness.

Inspiteoftheirinsolentdoings,theywentunpunishedjusttoavoidmedicalconfusionintheclan.

（
［
吟
）

ｏ
ｃ
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